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○予算決算委員長報告

予算決算委員会委員長 東 谷 伸 治

予算決算委員長報告を申し上げます。

今期臨時会におきまして当委員会に付託されました案件は、「議案

第２号 平成２６年度鳴門市一般会計補正予算（第５号）」でありま

す。当委員会は、本日委員会を開催し、慎重審査いたしました結果、

議案１件については原案のとおり可決すべきと決しました。

以下、審査の概要について御報告申し上げます。

「議案第２号 平成２６年度鳴門市一般会計補正予算（第５号）」

でありますが、旧鳥居記念博物館改修事業の請負業者の廃業に伴う、

歳入及び歳出について所要の補正を行うものでした。

理事者からは、歳入としては、取得債権収入として、前回の契約

に係る違約金、出来高を控除した前払金と合わせて６,４８０万円、

歳出としては、委託料として、再設計費用等で８０万円、工事請負

費として、５，５００万円を計上し、建築工事の予算は、現予算の

残額と合わせ、１億６，９７２万７，０００円となるとのことであ

り、歳入歳出を差し引きした９００万円は、予備費として計上する

とのことでした。

また、繰越明許費については、現在の金額の範囲で対応出来る見

込みであり、今回は補正しないとの説明を受けました。



- 2 -

委員からは、工事が再開するまでに時間があることから、その間

の、安全性などについて、しっかりと把握しないといけないのでは

ないかとの意見があり、理事者からは、鉄筋の錆びなどが出ないよ

うに塗布するなどの対応をとってきたとの説明がありました。

また、委員からは、過去に請負業者が途中で倒産し契約を再度行

うという事案があったのかについて、質疑があり理事者からは、過

去にあり、その時の対応がマニュアルとして残っており、それに基

づいて今回の対応をしているとの説明を受けました。

また、委員からは、出来高検査の内容について質疑があり、理事

者からは、谷口工業の代表者、違約金を支払う銀行、出来高を控除

した前払金を保証する保証会社、鳴門市の４者で確認を行ったとの

説明を受けました。

違約金の金額については、建築工事にかかる契約金額の１０％と

なっているとの説明を受けました。

また、委員からは、歳出の工事請負費の根拠について質疑があり、

建築工事にかかる契約金額から前払金を差し引いた残額に対して、

当初の予定価格との差額分を足した金額と、当初の予定価格から、

出来高を控除した金額の差額としているとの説明を受けました。

また、委員から予備費について、質疑があり、理事者からは、歳

入と歳出の差額分９００万円を不測の事態が生じた時のために計上

し、使用しなければ決算剰余金となるとの説明を受けました。

また、委員からは、工事の中途で入札となることから、参加者は

確保できるのかとの質疑があり、理事者からは、現場説明などの手

続きを増やすことで対応するとの説明を受けました。
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また、理事者からは、今回の件について、１月初旬には県に説明

に行うなどしているとの説明があり、委員からは、県の予算の関係

もあると思うので、連絡を密にとるように要望がありました。

また、委員からは、今後の再発防止策等について質疑があり、理

事者からは、工事の指名入札の届出については、県と同調をはかり

ながら、資格審査、経営審査について慎重を期しており、市内での

実績等を踏まえて、市独自の付加項目をつけているとの説明を受け

ました。

また、委員からは、地域への現状や今後の見通しについての説明

について、質疑があり、理事者からは、１月１９日における議会へ

の報告後、すぐに地元へ行き説明を行ったとの説明を受けました。

委員会では、採決の結果、全会一致で、原案を了といたしました。

以上が当委員会の審査概要であります。よろしく御賛同賜ります

ようお願い申し上げます。


